
　

東
南
海
地
震
は
、
東
海
地
震
と
同
じ

海
溝
型
地
震
で
す
が
、
直
前
予
知
が
可
能

と
い
わ
れ
て
い
る
東
海
地
震
と
違
い
、
突

然
襲
っ
て
く
る
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
紀
伊

半
島
沖
を
震
源
に
１
０
０
〜
１
５
０
年
周

期
で
繰
り
返
さ
れ
て
い
て
、
直
近
で
は
60

年
前
に
発
生
し
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
今

世
紀
中
に
も
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
の

で
、
今
の
う
ち
か
ら
防
災
対
策
を
進
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

中
央
防
災
会
議
で
は
、「
今
後
、
相
当

期
間
東
海
地
震
が
発
生
し
な
か
っ
た
場
合

に
は
、
想
定
東
海
地
震
と
東
南
海
地
震
等

と
の
同
時
発
生
の
可
能
性
も
生
じ
て
く
る

と
考
え
ら
れ
る
」
と
の
見
解
を
示
し
て
い

ま
す
。
な
お
、
田
原
市
と
愛
知
県
が
独
自

に
行
っ
た
「
東
海
地
震
・
東
南
海
地
震
連

動
時
の
被
害
予
測
」
の
結
果
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

◎
建
物
被
害
（
全
壊
）　

３
２
６
６
棟

◎
火
災
（
18
時
）　

39
件

◎
死
者
（
冬
５
時
）　

１
１
１
名

◎
負
傷
者
（
冬
５
時
）　

１
２
１
８
名

※
（　

）
内
は
想
定
条
件
。

去
る
９
月
17
日
、
国
の
中
央
防
災
会
議
「
東
南
海
・
南
海
地
震
等
に
関
す
る
専

門
調
査
会
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
予
想
さ
れ
る
震
源
域
が
異
な
る
「
東
海
地
震
」

「
東
南
海
地
震
」「
南
海
地
震
」
が
同
時
発
生
し
た
と
き
の
被
害
想
定
を
発
表
し
ま
し

た
。
併
せ
て「
東
南
海
・
南
海
地
震
防
災
対
策
推
進
地
域
」の
指
定
候
補
地
も
示
さ
れ
、

こ
の
中
に
田
原
市
も
含
ま
れ
ま
し
た
（
東
海
地
震
に
つ
い
て
は
、
地
震
防
災
対
策
強

化
地
域
に
指
定
済
）。
今
月
は
、
こ
れ
ら
の
地
震
に
立
ち
向
か
う
た
め
に
必
要
な
市

民
と
行
政
の
協
力
体
制
の
現
状
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
防
災
対
策
室
23
局
３
５
４
８

　阪神淡路大震災では、倒壊家屋から救出
された約９割の方が、地域の皆さんの力に
よるものでした。やはり、いざというとき頼
りになるのは、家族や地域の皆さんなので
す。
　もしもの時に備えて、避難場所や非常持
ち出し品などについて、家族と話し合いを
持ったり、積極的に地域間で顔見知りにな
ったりして、普段からつながりを深めておく
ことが大切です。また、自主防災活動へ参
加すれば、防災への知識や意識が高まりま
す。地域の皆さんとつながりを持つ良い機
会でもありますので、防災訓練などにはぜ
ひ参加しましょう。
　災害に強い地域づく
り・まちづくりを、力
を合わせて一緒に進め
ましょう。

　防災リーダーになって、改めて市民の防
災意識が高いことを実感しましたが、もっ
と一人ひとりが災害に対して危機感を持ち、
日ごろから個人・家庭・地域における防災
対策に取り組んでもらえたらと思います。
　また、行政には防災対策全般の整備を期
待します。具体的には、インフラなどの地
域差を無くし、全体のレベルアップを図っ
ていただくとともに、市民の声を取り入れ
るなど、今まで以上の支援を期待します。
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m
e
s
?

も
し
も
同
時
発
生
し
た
ら

行政　 過去の教訓を生かそう

市民　 地域と行政の協議を

防災対策係長  寺
てら

田
だ

幸
ゆき

弘
ひろ

●防災対策室

防災リーダー 山
やま

田
だ

典
のり

康
やす

さん

●巴江自主防災会

つ
く
ろ
う
！

つ
く
ろ
う
！  

災
害
に
強
い
ま
ち

災
害
に
強
い
ま
ち

巨
大
地
震
に

東
海
・
東
南
海
・
南
海
地
震

備
え
て


